
◆ 提供会員の確保について

確保が必要になった背景と課題

市内には提供会員不足の地域もあるので、マッチングには苦慮することがある。まんべんなく支援が行き届くためには提供
会員を増やしたいと思っているが、現状で大きく困っているというほどでもない。個人やご家族の事情で今はできない、一
時的に活動を休みたいという提供会員もいるが、コロナ禍での不安にも寄り添い、⾧く活動いただくために気持ちを尊重
している。

運営を担うNPO法人子育てネットワーク・ピッコロは、地域の親子のニーズに目を向け、地域の中で顔の見える「住民参
加型訪問サービス」に取り組み20年になる。提供会員を養成する講習会は、地域の課題を知る専門分野の講師を招
き、30.5時間の充実した内容で、受講者も意欲的である。清瀬市では、民間団体が請け負う一時預かり等の子育て
支援サービスも定着、行政・各機関・他の子育て支援団体と連携しながら、ファミリー・サポートもさらに柔軟な支援が求
められている。

充実した内容の講習内容で常に学びを深め、質の高い支援を実現

1. ファミリー・サポートきよせ

確保のために実施した内容・工夫点

保育サービス講習会は、専門性だけでなく、地域や今の子育て事情に詳しい講師陣に依頼しており、３０.５時間、
自身の学び、スキルアップとしても充実した内容になっている。先生方はファミリー・サポート事業の意義をよく理解くださる
ので、この機会が教養講座として個人的な満足で終わらないよう、地域で求められ、活躍できることを重ねて伝えている。
自身の子どもに手がかからなくなった時、仕事が一区切りした時、自分は地域のなかでどう生きていくかを考えて受講さ
れる方も多い。同じ学びを経て、共感する仲間ができる機会としても貴重。

ファミリー・サポートは支援の入り口
市報掲載・市内掲示板利用は効果的なので継続して行っている。保育サービス講習会の広報、案内チラシの配布先
などは、支援者層に確実に伝わるよう毎回よく検討する。保育付き講座であることをアピールし、依頼会員から両方会
員につながるようにも案内している。

ファミサポ提供会員としての学び、経験、意欲があればさらにその他の支援活動の担い手（養育支援・ひとり親支援・
介護支援等）としても活躍の場があることを紹介している。

魅力ある講習会の実施・継続

センターの特徴

結果

年２回の講習会を継続開催、安定した人数の受講者を確保できており、少しずつだが新しい支援者も育っている。し
ばらく活動がなかった提供会員に久しぶりに声をかけると、「仕事がひと段落して今は時間がある」と支援を引き受けてく
れるケースもあった。新規提供会員ばかりでなく、会員全体に折を見て、声をかけ、関係性を保ち、⾧い目でみてできる
時に活動していただきたい。前身となる団体独自の訪問サービスの地盤もあって、相互援助活動が実現しやすい街だと
感じている。

（委託:NPO法人子育てネットワーク・ピッコロ）

― ��� ―



ূ清瀬市

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

こだわりがਘいお子さんのଛಶ支援、事前ઊ়峅時にお子さんが崹ニックになってしまうことがあるとୂいていた。支援に
えてৌૢについて提供会員から相があり、ア崱崸崌崞ーが間にোり状யをତ理した。提供会員からは講習会「がいの
ある子の預かりについて」のല講ൌもあり支援に前向きだった。依頼会員からは子どもを落ち着か峅るためのৌૢとして、
声のෳけ方、落ち着くなどいくつかの崺ントをいただき、ਕ者でള数のケースを୳定した。ア崱崸崌崞ーも一คに支援する
つもりで、情報を共થしながら支援を継続している。

センター崯ータ

&DVHڭ�. 岽峊峹りがਘい岴岿峽のଛಶ

場়によっては家のさよりも、経験やスキルのある提供会員をマッチングすることもある。ア崱崸崌崞ーは時には提供会員
の気持ちを৻ఉし、依頼会員との間を取り持ち、支援が負担になりす岸ていないかに気を配る。相しやすい関係性で
あることも大切。「困な状ய」や「配慮がਏ」に引きはないと思うが、支援にোることで家൦の課題に気付くこともあ
る。ਦ頼関係ある依頼会員と提供会員の間のことなのでア崱崸崌崞ーとしてはඦ重さもਏだが、提供会員からのフ崋ー
崱崸ックを受け、ひとケースごとにどういう支援がਏかを考え、ファミリー・サポートの支援として、できること・できないことを
見ாめる。提供会員も崣ン崧ーも್えまず、団体内で相したり、ి切な支援ができる事業にᇽいだりすることもファミ
リー・サポートの૽સと考えている。

ਚ
ঽ৬য口岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ 2�220人 うち提供会員数岜 23�人
ણ੯ਯ

ূ清瀬市
�5�000人
成��年২

2����੯

委託:NPO法人子育てネットワーク・ピッコロ

&DVH��. ൂ会員にఞり岰
おಟさんの体৹不ଐやコミ嵍ニケーシ嵏ンが負担でਗলできない場়の学ૅ・学ญ等からのଛಶのケースは、事前ઊ়
峅に相のษઠである子ども家൦支援崣ン崧ー担ਊ者も同ఆした。્定の支援者とのਦ頼関係を峰っくりണき、支援を
継続している。

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保育ਝまでのଛಶ
�ਜ਼ 学ૅのଣ課の学習྆や習い事等までのଛಶ
�ਜ਼ がいを持つ子どもの預かり・ଛಶ

自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:

― ��� ―



পਮファミリー・サポート・センターڮ．

◆ 提供会員の確保について

大ਮ市の中でも提供会員が地域によってばらつきがでてしまっていて、提供会員が少ないとこ峷の支援が行い峏らいという
現がକきている。依頼会員数は毎া2030ع嵂ースで増えているのにৌして、提供会員がどうしても2عڭ人岺らいの
嵂ースで増えていくような感じ。依頼する会員にৌして提供会員のસ়はどんどん୷が開いていくという状ய。

確保が必要になった背景と課題

確保のために実施した内容・工夫点

ファミサポ事業ਰਗにも他事業（嵃ー嵈ス崧ート事業、つどいの広場事業）との連携の中でファミサポ事業峢の理解を
めていただき、�人、2人とੈৡしてくださる方がいらっし峭る。ファミサポ事業では、時間が⾧かったり、場ਚもい峷い峷で、
提供会員が預かるだけでなく、依頼会員୧での見ஹりなど利用される方のਏになるべく়わ峅たいと思っている。提供
会員にあまりスト嵔スをฅめないでく⾧く続けていただけるように、配慮しながらサポートをおൢいしたり、相にଭってい
る。
今年২は嵃ー嵈ス崧ート事業の方にピンポ崌ントでおਵをしたことが少しずつの増加につながっている。

��াに提供会員൳ૐのઔ知をしたとこ峷、5人ૢ൳があって3人ఃஈ、�人はこれからହという状ய。大ਮ市の広報
による൳ૐがਈも効果的。

結果・確保を実現できたポ崌ント

活動していない会員峢の確ੳも行っているので、増をりନしている状யではあるが、少しずつ増加している。
今年২は提供会員の数がڀ��2ڀ������人となっており、実にサポート活動をしている方が大体�0人岺らい、あま
り活動していない方が50人岺らいで、数ਰは動いているというになっている。

হとの৴

のઁਾをણ৷

হとの৴で会員確保につな岼、ఞり岰支援を৯峃

ア崱崸崌崞ーが会員ଵ理をしていて、しばらく活動していない会員には継続の意思があるかどうかを連൪して確ੳしている。
新規の依頼がきたときには、新しい提供会員、活動していない提供会員に向けて、まずは支援ををしていただけるかの確
ੳの連൪をしている。

ણできる会員を常にཔ

大ਮ市では地区会というものがあり、依頼会員と提供会員の間にোってマッチングする各地区のコー崯崋ネー崧ー（ア崱
崸崌崞ー）が地区会を催し、支援会員同ಂのઐや情報ઐఌの場として活用している。

ય会のણ৷

2000年ファミリー・サポート型の子育て支援チ嵋崌ル崱ケアをਝয়。成23年২に大ਮ市からファミサポ事業を受託。
現はファミリー・サポート・崣ン崧ー、養育支援訪問事業、広場事業（2かਚ）を委託事業として運営。またഥਮ
2年২より、大ਮ市とのੈ௮事業として家൦訪問型子育て支援嵃ー嵈ス崧ートを運営。

センターの特徴

（委託:NPO法人ワー崓ーズ・コ嵔ク崮崋崾チ嵋崌ル崱ケア）
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ઋఱਆ大ਮ市

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

ひたすら寄り添うということはあるが、ి切なৌૢであったかどうかというのは自分たちでฐしきれていない。そもそも困
事は解ৠすることがない。市内にいらっし峭るりはずっと支援が続くものだと思っている。
ుญ相ਚ等に保護されていた子どもや、一定ங২ਝにいたお子さんたちがರってきたときに、ファミリーサポートをગ
開して、ు相や市と連携してファミサポをઞった事。えばਚരをつけた保育ୱにち峭んとଛりಶえをする。養育がడし
いときは一時的に預かることで、少しでも親の負担をೄくする。ੈৡ者がいないご家൦はଡ༧独なので、そういう人た
ちに寄り添うことでその人たちが崐ン崹ワー嵉ントを少しでもできるようにとੱがけている。
お子さんが学ૅに少しずつ行けるようになったり、情คが不安定な状ଙが少しଐくなったりする。

センター崯ータ

ుญৼਚಉに保૧岿島ていた岴岿峽がರってきたときに、ファミサポをગ৫

支援には時間がかかる。ち峱っとやったからす岺果がলるとか解ৠするということはまずない。�0年も前にサポートしていた
人たちといまだに付き়っているというように、⾧いス崹ンでఢりと連携して、行政機関との連携プ嵔ーで支援し続けている。

ఞり岰岽とで峇のযた峋が崐ン崹嵗ー嵉ントをしで峬できるよ岰に

শい崡崹ンでఢりと৴して支援し続岻る

ਚ
ঽ৬য口岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ 2��53人 うち提供会員数岜 ��5人
ણ੯ਯ

成23年২
委託:NPO法人ワー崓ーズ・コ嵔ク崮崋崾チ嵋崌ル崱ケア

�0�025੯

ઋఱਆ大ਮ市
2���000人

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保育ਝまでのଛಶ

�ਜ਼
保護者のௌ（ಢ・ಏ時・求活動等）
の場়の預かり・ଛಶなど

�ਜ਼ େい等ਗলのの子どもの預かり

自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:
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পซファミリー・サポート・センターگ．

◆ 提供会員の確保について

提供会員数は�33人だが、実௮は30人ங২となっており、実௮できる提供会員の不足を感じている。ৈೡ৲などにൣ
い、この�年間でだいぶ新しい会員の活動にわりつつある状ଙである。ནからやっていただいている会員が30人の中で
3分の２岺らいの状ଙだと思う。

確保が必要になった背景と課題

確保のために実施した内容・工夫点

嵃ー嵈嵂ー崠での広報、チラシの配布、両方会員になっていただくための声かけなど、ரをまく崌嵉ー崠で継続的に行ってい
る。崣ン崧ーが子育て支援ುਡの中にあるということもあって、依頼会員のఃஈ受付のに、両方会員になってもらうよう
な௮きかけを、�年くらい前から行っている。

崣ン崧ーが子育て支援ುਡの中にあるということもあって、依頼会員のఃஈ受付のに、両方会員になってもらうような
௮きかけを、�年くらい前から行っている。ುਡの利用者からい峷い峷なਵをୂいている中で、ファミサポに௪を持ってくれ
た方には「今২（ଢ଼ఊ会が）あるよ」と声ෳけしたり、チラシをநしたりしてාしている。

০のன

ോめる方もいるので、現は少ൊ向にある。しかしながら、実௮できる会員をཔできているので、これから少しずつ提
供会員数をಇばしていければと考えている。
20��年に託ు付きの養成講座などを行ったに会員になった方で、お子さまがୱにোったり৵学ૅにোったりしたという
で提供会員として活動している方もいる。今も両方会員を増やし、子どもの成⾧にൣい活動できるよう、その২
ూ中をしていきたい。

会員になって峬峳岰ためのଢෳ岻はரを峨岹崌嵉ー崠で

のて支援ು点をણ৷

つながりをপજに、ഛႠなലきりで、ఞり岰支援

ଢ଼ఊ会はい峷い峷な方に受講していただけるように、休に行ったり、育ు中の方が参加できるようにଏ前中を中ੱに୦
回かにちを分けて行ったり、託ు付きで実するなど、い峷い峷なニーズに়わ峅たで開催するようにしている。

ਭ講の崳ー崢に়峹せてଢ଼ఊ会を৫ಈ

年3回実している養成講座の開催時に、市の広報に案内を掲載してもらうようにしている。

のઁਾで35

大ซ市はวのਧにਜ਼઼し、ૹ業とੵ業がాんな人ઠ��ਐ人の中ම市。ནながらの顔見知りの方もい
らっし峭る一方で、人のোれ౹わりも多く、人と人の顔がつながっている地域とそうでない地域がোりઐじっている。

大ซ市ファミリー・サポート・崣ン崧ーは、足時から20��年までは大ซ市会ૣකੈ৮会が、20��年২より
NPO法人くすくすが受託。崣ン崧ーは市の子育て支援ುਡの中にある。

センターの特徴

（委託:NPO法人くすくす）
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ว大ซ市

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

気持ちがち峱っと不安定なおಟさんがいらっし峭った。
依頼されたときの内容と実に活動にোったとき依頼内容がわっていて、えばでいいよとわれていたのに、や
はりଅもৌૢしてほしいと気持ちがにわったり、預かりだけだとୂいていたのにやはりଛಶもという感じで、活動が
まってから気持ちがわるということがあった。ੂめにマッチングした提供会員さんでは続かなかったが、依頼会員の気持ち
がにわっても柔軟にৌૢしてくれるશの提供会員の方におൢいした。

センター崯ータ

&DVH�1.�ਞ峋が峋峱っとਂな岴ಟ岿峽

提供会員、依頼会員の両方からのਵをア崱崸崌崞ーがഛႠにୂき取りを行い、依頼会員の状யを理解して寄り添ってく
れる提供会員に引き継いでもらった。
崣ン崧ーの方ଉとして、困事であってもア崱崸崌崞ーが提供会員のような支援はしないようにしている。会員相互の活
動なので、そこはしっかりと引きをしている。

ഛႠなലきりをষい、ఞりって岹島る提供会員にਬき継岺

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 学ૅのଣ課の学習྆や習い事等までのଛಶ
�ਜ਼ 保育ਝまでのଛಶ

�ਜ਼
保育ਝの保育開前や保育終വの子ど
もの預かり

ਚ
ঽ৬য口岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ ��0�0人 うち提供会員数岜 �33人
ણ੯ਯ

ว大ซ市
��0�000人
成20年২
委託:NPO法人くすくす

��35�੯

自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:
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ਸଽਆファミリー・サポート・センター�．

ഥਮ３年২よりઉ営から一ಹ団法人関ਧコミ嵍ニケーシ嵏ン・サポート崣ン崧ーによる受託事業としてス崧ート。
。年前に同じ地区に依頼がૐ中した時があり、それを機に提供会員の確保に取り組んだڴعڳ

◆ 提供会員の確保について

現状、ਏと供ஔはいい崸ランスにあるが、今を見ྚえ少し増やした方がいいと思っている。ただ、依頼会員（保護者
会員）のఃஈもってきているので今は提供会員の増員がਏな地域にり൳ૐをしていく定である。

確保が必要になった背景と課題

確保のために実施した内容・工夫点

。年前に同じ地区に依頼がૐ中した時があり、それを機に提供会員の確保に向かったڴعڳ
・市の広報で提供会員の൳ૐをしていた。それに加え講習会の受講者を増やすため、ๆのスー崹ーなどにチラシ
を઼いたり、地域のおມりやଢ଼ఊ会などの崌嵁ントでళびかけたり、い峷い峷と手をઊった。
・一崺ットしたと思うのは、目をえたこと。ਊ時５ڲع人の受講者が�0人くらいに増えた。

全ての人を崧ー崚ットにするようなチラシを୦ரథかに分けて成
など「お時間が૬いている人はお手伝いしてほしいです」、「くの子どもの見ஹりをしてくれま峅んか」ڀ

ড়の্がファミサポのহにඑして岹峊岿って、எ峬岴ুいしたいなとઓって峬峳岲るための崩
嵑崟に崟フト

と৴ のઁਾと༮ഝをઞったఢੴと継続岵つ果な崩嵑崟のଦഘ

ਅറなઁਾの実施による会員確保とਟにつながる支援を৯峃

�回目は効果が少なかったが、2回目、3回目、同じチラシをੱがけて「これ、前も見たな」となるようにした。
3回目岺らいに一気に受講者が増えた。
広報実の崧崌ミングは、ଢ଼ఊ会の前など時をり、効果を్って実。

提供会員にも、ファミサポの活動をしてよかったと思ってもらえるように、まず提供会員の意ఒからめた。
提供会員も「எ、こんな活動してて௫しいわ」などઠコミで広岼ていってくださった。
提供会員の意のためのଢ଼ఊ会のੵ
崮ーマとしては「子どもの生きるৡを育てる方法」といったように、受講者が௪があるであ峷う子どもを
着地ਡとした崮ーマにਝ定し、ૐまった受講者に、意につながる内容のଢ଼ఊを行う。

口崛ミの果とଢ଼ఊ会の充実

提供会員というネーミングではなく見るડ目でのチラシを成
など「子育て地域サポー崧ーになってみま峅んか」、「地域で子どものサポートをしていただける人」ڀ

市の広報かこがわに掲載と同時に回༮板を回してもらえるようにした。
どの਼৻がなにを目にしているかについて৹ਪした果、市民の中で提供会員になってほしい਼৻は広報も見ているが、
回༮板を見ている人が多いことがわかったのでそこにアプローチを行った。

全提供会員にৌして、毎年、どれ岺らいサポートできるかをアンケート৹ਪしている。（ຆછで）

果がでてくるまで２、３年かかるものもあるので、継続的な取り組みも重ਏだと感じている。
・目をえ、チラシの内容をಌしたのも効果的だったと感じる。

センターの特徴

（委託:一ಹ団法人関ਧコミ嵍ニケーシ嵏ン・サポート崣ン崧ー）

― ��� ―



ௗಛ加ଽਆ市

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

市の担ਊ課は、ファミサポの一時預かりを利用してলਟるだけ親からし、'9がગしないようにするとのੑのようだっ
たが、おಟさん、ご人、市の方もஅめてਵをしてみて、親౪さんがমਊはどうしたいかをലき取った。
果おಟさんとお子さんが一คにいる中でサポー崧ーが支援にোり、少しずつ親のఒにਜめるサポートを行っていった。
おಟさんが一苦しいときはౝଜ、ଅの中３ڰع時間岺らい、保育ୱがお休みのに年くらい支援した。そこか
らဉرにサポートをらしていき、保育ୱ峢のଛಶのサポートに切り౹え、提供会員２人体でڭ年ڲかাくらいサ
ポートした。
支援をめてڭ年ڲかাくらいでおಟさまも落ち着き、今は自分ひとりで、お子さんを保育できる時間も増え、ファミサポ
はこの３াଜで෮業定。

センター崯ータ

&DVH�1. 保ୱ岵峳のৢਾでの'9がಁして保૧岿島た岴岿峽の崙ー崡

おಟさんが子どもと峪ਟにଳਡをまずおくことにしている。おಟさんが子どもとਟ的にどういうになりたいのかというこ
とをലき取り、それに向かうようにサポートしていく。
どのサポー崧ーにサポートにোってもらうかは、ે分ᆹする。
行政とはଞႃから連携している。

岴ಟ岿峽が峓峬と峪ਟにଳ点を峨峄岴岹

ਚ

ঽ৬য口岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ 2�03�人 うち提供会員数岜 �0�人

ણ੯ਯ

ௗಛ加ଽਆ市

2�0�000人

成�5年২

委託:一ಹ団法人岜関ਧコミ嵍ニケーシ嵏ン・サポート崣ン崧ー

2����੯

ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼ ଣ課ుญクラ崾開前の預かり・ଛಶなど

�ਜ਼ 学ૅのଣ課の学習྆や習い事等までのଛಶ

�ਜ਼ 保護者のௌ（ಢ・ಏ時・求活動等）の場
়の預かり・ଛಶなど

自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:

― ��7 ―



◆ 提供会員の確保について

確保が必要になった背景と課題

開ਝ��年目となり、提供会員がৈೡ৲して会していく会員が多くなっている。また、ৈೡの提供会員でも௮く人が増
えていることもある。依頼会員はニーズが増加し、数が増え、依頼の内容が多৲している。

講習時間の増加（2�時間）で、ਈੂはලಔな養成講座でఃஈできていたものが、2�時間講習になり、�回で終わら
ない方が増えてきて、提供会員の少にৌして増加が୯い付かない状யがକこっている。

広報についても、各市の取り組みや広報の仕方に୷があったり、市の経ાచで広報に載峅てもらえないという大
きな事情がある。

コロナの୶もあり、ここ２عڭ年は受講者の確保がしくなっている。

久৪市では多ၚਓഎの方をৌとして、多ၚ育ు経験者を自୧等にୣാするਓ前ਓサポート事業や崐ン崤ル
ૢ援（ਓ前ਓ嵀ル崹ー事業）があり、ファミサポと市、多ၚ育ు支援団体がうまく連携して運営している。ๆの
うきは市、大、大ླຸもଵლしている。
また育やৢなどで૩のお子さまの利用も多く、民間もஅめてそれ峈れの家൦にあった支援を提供している。
ファミサポのア崱崸崌崞ーは市のਓ前ਓサポート事業を受託している多ၚు支援団体の৻をැભ。

充実したၚు支援嵉崳嵍ーとষとの৴でਓਓをুௐ岹サポート

�.�ファミリー・サポート・センター岹るめ

確保のために実施した内容・工夫点

ભుญ委員、民生委員、୫育ਤのੈ৮会、会ૣකੈ৮会などの団体の会়等峢あいさつに行ったり、講会
などの場で案内している。しかしここ2ع�年はコロナ禍もあり、ଢ଼ఊ会が全くなく、డしい状யになっている。

◆ হ峢のৌૢ

&DVH�1. 岴ಟ岿峽にಖઋႈ೩があり、ময峬がいのある岴岿峽のୠの学ૅ峢のଛಶ支援

学ૅの新ো学者の૩ుのହ会などに提供会員3、ア崱崸崌崞ー、保護者が同ఆし、ৢଞ学の担ભ、支援学
の教員とともにどうやったらその子がৢえるのかઊち়わ峅を行った。

岴ಟ岿峽峢のフ崑嵕ー峬৴してষ岰
またおಟさんが、ၴがそのにಶえにਟるかなどが分からなくなる崧崌プのがいがあったので、提供会員のઌと前と連
൪先を一༮にしてഐಛにቦったり、訪問่護の担ਊとも連携してフ崑ローしてもらい、ৢ学が૭ચとなった。

ষঢ়৴の੮৬の会়峢のあい岿つ

センターの特徴

ঢ়બをඕき峽で、峓岰峮った峳ৢ岲る岵をઅ岲る

（委託:NPO法人ル・崸トー）

― ��� ―



◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

ใに൨子のいらっし峭るごഎが、あらたにਕつ子を家族にખৌされながらলਓされた。久৪市は多ၚుの支援が充
実しているということで久৪市にૡোしてきた。ファミサポは、ਕつ子が୰にいるうちに保師たちと事前にしっかりと
相して、した。

センター崯ータ

&DVH��. ใに൨のい峳っし峭る岾夫എが、ੇఔにખৌ岿島なが峳峬あ峳たにਕつをলਓ

まずお೯さんが育休をとり、ਕつ子はল生体重ుで生まれしばらく୰にいた。多ၚుはなるべく一คにさ峅るほ
うがよいという考えもあるが、に൨子がいることもあり、ひとりずつさ峅、୰、ుญ相ਚ、市の保師や家൦子
ども相課員、崐ン崤ルૢ援、多ၚ育ు支援団体、ファミサポで連携して見ஹった。

અ岲੭る৸てのサポートをつないでフ崑嵕ー
ファミサポ、ਓ前ਓサポートのほか、コロナ禍の୫໖配布支援（市）、生�かাまでの嵁ビーシッ崧ーમসのଓ助
（ব）など市でઞえるすべてのサポートのほか、崐ン崤ルૢ援やファミサポの提供会員が子どもたちのお਼ਵをし、૮ੳ
૭の保育ਚ、託ుਚなどを利用するなどサポートを全てつないでなんとかৌૢした。その果、ખৌしていた家族も少し
ずつサポートにきてくれるようになった。

ঢ়બਃঢ়৸てが৴してৄஹる

ૣળ久৪市

ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼
保育ਝの保育開前や保育終വの子どもの
預かり

�ਜ਼ େい等ਗলのの子どもの預かり
�ਜ਼ その他（多ၚు支援、ৢ・教峢のଛಶ）

ਚ
ঽ৬য口岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ ���30人 うち提供会員数岜 �23人
ણ੯ਯ �����੯

委託:NPO法人ル・崸トー

ૣળ久৪市
303�000人
成��年২

自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:

― ��� ―



◆ 提供会員の確保について

確保が必要になった背景と課題

ਝয়ਊੂ、依頼会員ৌ提供会員は�:3だったが、ڴعڳ年経ૌした時ਡで�:２ほどになり、ここ５عڰ年は�.5:�.5
という実感。提供会員がかなり不足していると感じる。依頼会員のニーズがあまりにも多く、提供会員が୯い付かない。

自分が提供会員をやることについてはῷῳがあるのではないかと思う。大な時間ఝに大なことをするのに、ڭ時間�00
。�00では一生ೃ୵やるのには少し引き়わないとこ峷があるかもしれないع

センターの特徴
NPO法人こども家൦リ崥ース崣ン崧ーబಐによる受託事業。こども家൦リ崥ース崣ン崧ーబಐは、子どもの௹かな育ちを支
える保育୭・親の育ちを支える崥ーシ嵋ルワーク地域のつながりఎ・ଓいఎৡ向に寄ଖするため、生୵が୭する新
たな支えあいと連ఝの仕組みをੈ௮体でつくることを目し、「子どもと家族全体の崎崏ルビー崌ング」を理に、よりଐ
い子育て・家族୭のୗに൴することを理としている、きめかい支援ができる、地域にஉ峀した専門家ૐ団。

っているੇ൦峮峓峬をきめ岵岹サポート

�.�బಐファミリー・サポート・センター

確保のために実施した内容・工夫点

・బಐ市広報に毎回講習会情報を掲載
・講習会参加者少ൊ向のため内容や知২のある講師৭定等、ੵした
・新ୂ取౫もあり、ファミサポの仕組みやどういう時に利用できるか等取り岼てもらった
・地域のಟ子ਤ員や民生・ుญ委員、子育て支援関係者（ୱ⾧会・子育て支援崣ン崧ー・ుญை・子どもの場
ਚス崧ッフ等）にৌしてହ会やファミサポৢਦ配布を行っている
・おๆの「)0コ崞」において、「提供会員になりま峅んかء」という広報活動もした

◆ হ峢のৌૢ

&DVH�1. ৽ੋੇ൦峢の支援

బಐ市ファミサポは、ひとり親家൦等子育て困家൦が多い。පসは௸えないがサポートがਏという事が崣ン崧ー
開ਚਊੂからあった。NPO法人としてチケットଊ（�00のて岭ーだチケット 30ූ২）行で、サポートが૮મで受
けられる仕組みを成�5年から現まで続けている。（ਉৱ:NPO法人峢の寄付স・会ાから）現は、ௐ生ௌ௮
「ひとり親家൦等」支援সにబಐ市の加সを足して「ひとり親家൦びਚ੭家൦等」に利用支援を行っている。
（�家൦年間২પ2ਐ 利用者�0人ங২）

ひとり親家൦等支援とNPO法人て岭ーだ੦সの両方活用したサポートでも足りない家൦があり、മな実ଙがある。

あ峳峰ると岽峷でファミサポを崊崼ー嵓

（委託:NPO法人こども家൦リ崥ース崣ン崧ーబಐ）

― ��� ―



◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

NPO法人自事業として「ファミサポ相 アン崨ン崮」を��年間開ਝしている。
�ৌૢ事ڭ!
3かা൨子のおಟさん（ಟ親ગฬ・೯親ੂฬ）が�2�時間のサポート依頼があり、数間5ع�のサポー崧ーが
依頼者୧で子どもの਼ਵを行った。೯ಟともに相ਟਚをയし、ス崮ップファミリーのളහな家族問題が見えた。
保育ୱ情報もお伝えした。
�ৌૢ事２!
年ಟ子 ಟ親のৢ時子どもの預かりを依頼された。ಏ෫ੱ理の相も実。
�ৌૢ事３!
೯子家൦の保育ୱଛಶ活動
活動するにあたって「೯親とのコミ嵍ニケーシ嵏ンがとれない」というฎみがサポー崧ー数人から寄峅られたため専門家2を
招きスキルアップଢ଼ఊ会を開催した。

センター崯ータ

&DVH��. てੇ൦峢の支援

ファミサポは地域相互援助活動であり専門的援助ではない。しかし、地域には多でളහな問題を್えた親子がいる。
相でしっかりਵをലくことで支援の仕方が分かる。ম人の同意のうえ専門相機関に同行する場়もあり、寄り添
い型支援をੱෳけている。不安感のৈい親子の場়、崣ン崧ー内預かりで子を見ることもある。

ঢ়峹りのরで峹岵って岹る岿峨峀峨なਖ題のৼにのる

బಐబಐ市

ਚ
ঽ৬য口岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ 3��00人 うち提供会員数岜 30�人（両方会員அ峪）
ણ੯ਯ

బಐబಐ市
��3�000人
成�5年২
委託:NPO法人こども家൦リ崥ース崣ン崧ーబಐ

�����੯

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保育ਝまでのଛಶ

�ਜ਼
保育ਝの保育開前や保育終വの子どもの
預かり

�ਜ਼ その他
自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:

― ��� ―



◆ 提供会員の確保について

確保が必要になった背景と課題

୰ుの預かりが୕ଐ野ଵ内になく、保育ୱを休めないおಟさんが崹ートをോめ峀るを੭なかったというਵがあったり、おಟ
さん同で問題意を持って、自分たちで୰ు保育をしようというとこ峷からয়ちがった団体であり、ਊੂから両方会
員が多かった。

おಟさん同のઠコミで活動がఢ知されていることが多いので、いおಟさん同の活動と思われている子も見受け
られる。多਼৻で支え়える方が活動も充実していくと思うので、先਼྇৻の方に参加していただけるようにしたい。

地域のആかいつながりをਈ大に活かし、一人ひとりの子どもに寄り添った௹かな育ちを支えることを目的に、20�2
年ஐ、ママ自身による子育て活動から「こどもサポート峟らの」がไ生し、同年にはNPO法人となった。20�3年
から、中୕ଐ野の委託を受け「୕ଐ野・中୕ଐ野ファミリー・サポート・崣ン崧ー」 を運営している。

岴ಟ岿峽た峋ঽମによるણ岵峳峨った、্会員৬の崳嵍ータ崌崿のセンター

�.�岽峓峬サポート峟峳の

確保のために実施した内容・工夫点

おಟさんたちのઠコミが一๏ৡがある。会員との関係をいいものにしておけばおくほどઠコミは効果をมする。

提供会員養成講習会を、ファミサポの提供会員になることが前提ではなく、ご自身の子育てに૽য়つ、૮મで託ుもઞ
える講習会とਜ਼઼付け、生まれたてのち峭んがいるおಟさんや、എさんにも声をかけるようにしている。

岴ಟ岿峽た峋がਸし峮峃い講習会の工夫
また、両方会員のいおಟさんが2�時間びっちり受けるのはしいので、受けられなかった講座はઃにまた受けてくださ
いとభ⾧している。୦২も受講することで、おಟさんがファミサポとの関わりを継続的に持つことにもつながる。

講習の内容はௐ生ௌ௮တの崓リキ嵍ラ嵈に、2時間୯加して、提供会員というのは地域で子育てをૢ援するૢ援
団だよ、仲間だよ、という気持ちをᅿ成する講座をਈੂにਝけている。

ア崱崸崌崞ーと提供会員との連൪は/,N(をઞいめた。また*RRJOH崓嵔ン崨ーを共થしてサポートがあるとそこにいれて
いくようにすることによって、ア崱崸崌崞ーやサ崾リー崨ーなど৹ତを手伝ってくれている嵉ン崸ーがどこからでも見られるに
なっている。ఢ知にも6N6を活用している。

岴ಟ岿峽た峋の口崛ミ力をણ৷

結果

両方会員としてఃஈされ、お子さんの成⾧にൣい提供会員にఃஈをえるケースが多い、提供会員だけという方はਊ
ੂからおらず、提供会員のみのಇびはやか。

センターの特徴

（委託:NPO法人こどもサポート峟らの）
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ਨਲ中୕ଐ野・୕ଐ野

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

ుを�人育てているご家൦（年多子でਏ支援家൦）で、୫時の୫事、োຉなど、一人ではフ崑ローがしい
時間ఝにファミサポをઞって介助する、お手伝いするというケース。
おಟさんは提供会員ભ峅にしまいがちで、おಟさんがいながら提供会員がোる場়のしさがあった。

センター崯ータ

&DVHڭ�. 岴ಟ岿峽との崛ミ嵍崳崙ー崟嵏ンのし岿を峂るহ

ア崱崸崌崞ーが提供会員としてোってつな岼るという仕組みをった。まず、ア崱崸崌崞ーがোり、どのようにサポートができる
のかと現場の状யを確ੳして、そのうえでి切な提供会員のマッチングをするようにしている。
しかし、まだしさがあり、行政の方ともつながって支援を続けるようにした。୦かあった場়にはず行政や関係機関な
ど、ここにはつな岼たいというとこ峷とは連携体をとるようにしている。

峨峄、崊崱崸崌崞ーが提供会員として入って峩る

ਚ
ঽ৬য口岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ 3��人 うち提供会員数岜 ��人
ણ੯ਯ

ਨਲ中୕ଐ野・୕ଐ野
中୕���00人・୕���000人
成25年২
委託:NPO法人こどもサポート峟らの

��3੯

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保育ਝまでのଛಶ

�ਜ਼
保育ਝの保育開前や保育終വの子どもの
預かり

�ਜ਼ େい等ਗলのの子どもの預かり
自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:
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◆ 提供会員の確保について

確保が必要になった背景と課題

事業開から��年経って、ੂのఃஈ者のৈೡ৲がႀ෩になってきた。ਝয়ਊੂとは会情િが৲し、時間的
ඥのある人がり、講習会峢の参加者も年ر少している。

年、ଛಶの依頼が増えてきているが、をઞえる方がなかなか増えない現状がある。今支えてくださっている�0৻の
方رがこの先5年経ったら活動できるかというと、やはりしくなってくるため、⾧的なଳਡで確保のਏがある。

ো間市は地域によって、い਼ఝの多い地域とภഒなどがたくさんあってནながらの崐リアとா৲している。ནながらの崐リアで
はご両親がくに住んでいる方たちが多く依頼が少ない一方で、い਼ఝの多い地域はૡඐ族の方رもଡ多いので、住民
のૡো・ૡলがᄄ෬な崐リアになる。

保護者の困りごとやฎみなどをきちんと受けૃめて、おಟさんに寄り添うことでおಟさんがいい方向になるように一คに考えようと
いうિで関わっていくことが大事だと考えている。また提供会員がやりがいを持って活動できるように、子どもにも提供会員にも
ૌ২な負担がかからないよう৹ତしている。

し峩峮峃い崩嵑崟り峮なઁਾでఢੴをり、峓峬の峋をৄஹるૢ援੮に

�いる峨ファミリー・サポート・センター.ڴ

確保のために実施した内容・工夫点

一効果があるのは、市の広報に掲載されること。ੈだよりや嵃ー嵈嵂ー崠に掲載することも効果があると考えている。

地域のケー崾ル崮嵔ビや)0ラ崠崒にলして、ファミサポを広く知ってもらえるようめている。

ৎがあって੪ਞな্に崊崼ー嵓
ਁ共ਝや生ၺ学習掲示板などにポス崧ーやチラシをྖ時掲示したり、地区体育ைなど、「時間があって੪気な方」が
いるとこ峷にポス崧ーをቦら峅てもらっている。

৬な崌嵉ー崠を峬てる崩嵑崟をりポ崡崮崋ン崘
地域にポス崮崋ングをしてనき、「この地域の提供会員をർしています」など、体的な崌嵉ー崠をもてるようなチラシをっ
ている。

�崛嵆ၟでし峩峮峃岿をল
市内の崌嵁ントで配布する手りのP5グッズにもチラシをつけ、そのチラシに�コマၟなどをઞい、目にとまり親しみを
持ってもらいやすいようにしている。

のઁਾ峮ੈ峊よりにൕൗ

結果

まずは「ファミサポ」を知ってもらうことが大事なので、チラシに�コマၟを載峅ると、ၟだけち峱っと見てくれることがあった
りする。୦২か見ることでファミサポが૮意的に୍にোっていくと思う。

୦২かチラシを目にすることで、「ああ、うちのポストにもোってたな」「広報にもলてたな」という୦২目かの崧崌ミングで
講習会に参加される方がলる場়がある。

センターの特徴

（委託:会ૣක法人ো間市会ૣකੈ৮会）

― ��� ―



൮ো間市

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

おಟさんにはੱ身ともにႈ೩があり、子ども依ோのൊ向がみられる。子ども（３ୃ）にもႈ೩があり、なかなか保育ୱに
ఃୱできず、ଛಶの依頼を受けた。ਚ੭なため、的な依頼が多い。

センター崯ータ

&DVHڭ�. ਗবආの峜とりの岴ಟ岿峽、保ୱのଛಶについてੇుৼ岵峳ৼがあったহ

親子とも前の保育ୱになじめず、ファミサポの利用を੯にૡୱがৠ定。この親子にৌしてとても理解のある提供会員
につな岺ことができ、今は的な依頼にもৌૢしてくれ、⾧い目でこの親子を見ஹってくれている。

提供会員が新しい保育ୱの先生と顔়わ峅までして、これからおൢいしますということで動きলしたとこ峷でまた保育ୱに
行かなくなってしまうというれがりନされている。そういう状யを提供会員さんがよくわかってくださっているので、久しぶり
の依頼の時も、「おಟさんはૡするともっていたし、মਊにこのୱにଛっていいのか」とઑ問に思い、まずは提供会員
自身で保育ୱに確ੳしながら動いてくれた。おಟさんは専門の方にはち峱っとシ嵋ッ崧ーを൷めてしまうൊ向があるが、提
供会員は地域の人として関わってくれるため一連൪をとりやすい。できる೧のことは自分で確ੳしてくれる提供会員
さんは、ਸ਼ਕ者のয়場をよくੱ੭てくださっていて、保育ୱの先生とも手に関わってくれるので、提供会員さんがいてくだ
さっていることで崸ランスを保てている。

৶ੰのある提供会員につな岺

ਚ

ঽ৬য口岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ ���22人 うち提供会員数岜 3�5人

ણ੯ਯ

൮ো間市

�����00人

成�5年২

委託:会ૣක法人ো間市会ૣකੈ৮会

�����੯

ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼ 保育ਝまでのଛಶ

�ਜ਼ ଣ課ుญクラ崾開前の預かり・ଛಶなど

�ਜ਼ ଣ課ుญクラ崾終വの預かり・ଛಶなど
自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:
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◆ 提供会員の確保について

確保が必要になった背景と課題

ૈিは民ڭਐ人ほどの৵さな。地域の子どもを地域で育てるというৈい意が、子育て支援にଐい୶を
ଖえている。ファミリー・サポートૈিは「子育てのサポートを受けたい方」と「子育てのサポートを行いたい方」が、自
性とிભ性を持ちつつお互いに助け়うことで、安ੱして子育てができる୭峏くりに૽য়つことをൢって成��
年にਝয়された。

ആ岵いサポートで、嵆嵆た峋岵峳ബপなਦを੭る

�ファミリー・サポートૈি.ڵ

確保のために実施した内容・工夫点

ঢ়৴のある੮৬の会়・ଢ଼ఊにলいての35
の民生ుญ会、೨峏くり員、ಟ子保ਤ員、内の保育サークル嵄ラン崮崋アの会়やଢ଼ఊにল向いて
P5を行った。লෳけた先のいつどこででもファミリー・サポートのਵができるようにしている。

魅力な講ଝ内容のଢ଼ఊ会はファミサポをੴっていた峊岹ためのਸ਼1న
提供会員ଢ଼ఊ会は、ファミリー・サポートを知っていただくನのਸ਼�నで、その講義は他の嵄ラン崮崋ア活動をしている方に
も子育て中の保護者にもྟৡ的な内容だと思う。P5を行った団体やサポートの依頼が多い依頼会員、ಡਝする子育
て支援崣ン崧ーにᄄ෬にਟਚするママたちに、提供会員ଢ଼ఊ会峢の参加や両方会員峢のఃஈをയした。提供会員ః
ஈは、子育て支援崣ン崧ーとの共催行事（リフ嵔ッシ嵍講座）にママたちが参加している間、子育て支援崣ン崧ーのフ
リース嵂ースで嵁崮ラン提供会員にઐじって、�0人の子どもをڭৌڭで預かる体験をしていただいた。

ੂめてサポート活動を行う方には嵁崮ラン提供会員がどんな௯に預かりをしているか、また、子育て支援崣ン崧ーで子ども
たちがಇびಇびฉぶを見ていただくことが重ਏだと考えている。提供会員と子どものマッチングについてはฎ峪とこ峷だが、
預かりの現場で、提供会員と子どもとママとの思いがけない৲学ખૢをたくさん見てきたので、あまり考えす岸ないようにし
ている。

センターの特徴

（委託:会ૣක法人ஒい೭）

提供会員はৈೡ৲による会者が増え、両方会員は仕事をめる方が多くなってきた。新型コロナ崎崌ルス感ഉ生
ਰఋ、他の嵄ラン崮崋ア活動ができなくなったことや会的なઞ୵感などから、提供会員は�মਊに૫な時をい
て�ファミリー・サポートの活動にৡをোれてくださっている。

提供会員が不足しているというੳはない。提供会員一人ひとりの人生の中で会員として活動できる時とできない時
があることを理解して、⾧いおつきあいをしていくことが重ਏではないかと思う。

結果

提供会員の増加あり。提供会員୧での預かりは、提供会員・依頼会員൨方が少し重たいと感じているようだ。ア崱崸崌
崞ーの手と、他のママたちの目がある中での子育て支援崣ン崧ー預かりが増えている。

― ��� ―



ઋఱਆૈি

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

ଞに情ค不安定で、保師・保育ୱୱ⾧・・୰・子育て支援崣ン崧ーなどのඹるਚに自分から相をしていた。
ฬが成য়し新たなを੭てဉرに依頼はり、2020年をਈにサポートは終വした。

センター崯ータ

&DVHڭ�. ಖઋႈ೩を್岲る嵆嵆のহ

行政と子育て支援崣ン崧ーとの連携をଞに取っていたことと、提供会員との連൪をഡにしていたこと。
ঢ়બਃঢ়とのഡな崛ミ嵍崳崙ー崟嵏ン

ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼ 保育ਝまでのଛಶ

�ਜ਼ 学ૅのଣ課の学習྆や習い事等までのଛಶ

�ਜ਼ ਓ前・ਓの育ు援助

ਚ
ঽ৬য口岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ 3��人 うち提供会員数岜 ��人
ણ੯ਯ

ઋఱਆ足෧ૈি
�0�52�人（ഥਮ３年３া3�現）
成��年২
委託:会ૣක法人ஒい೭

��3੯
自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:
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◆ 提供会員の確保について

確保が必要になった背景と課題

成ڰڭ年২の崣ン崧ー開ਝ時、講座を前しして提供会員を増やす活動をしていたので、ਈੂから不足しているとい
う状யはなく、そのも提供会員は増えていった。

新ඎ⾧ળ市子ども・子育て課のઉ営で、成ڰڭ年開ਝ。⾧ળ市は子育て支援にா的に取り組んでいる
自体。崣ン崧ーは市の子育て支援ਝである、子育てのകちびっこ広場の中にোっている。

サ崾リー崨ーが果た峃૽સがপきい崘嵓ー崿嵗ー崗が௬

1�.�শળファミリー・サポート・センター

確保のために実施した内容・工夫点

広報や市政だより、市内の子育て支援ਝにল向くなどい峷い峷なとこ峷でファミサポをఢ知。

ધછのછき্を工夫して会峢
ਰ前、現ய৹ਪでਫ確な意向確ੳを意して「会される方」というધછをってଛ付したとこ峷、一気に会が増え
てしまったことがあった。そのため、「会」を意さ峅ないようધછのછき方を見ઉした果、大の会者はলなく
なった。会の意向を示される提供会員にৌしても「こういうことができるのだったら、ଋっていただけるとありがたいです」と
お伝えすると、ఃஈ状யのఒにもつながる。

活動を⾧間行っていない提供会員にৌしても、ਗ਼ਵをかけてフ崑ローするとଋってくださる方もいる。

ಟ保ਤ員の会にলいて提供会員の൭ා
ち峭んが生まれた方の家൦を訪問するಟ子保ਤ員の会়にল向いて、提供会員の活動内容などをହし、
ఃஈ峢の声ෳけをしている。また、子育て਼৻の相を受ける子育てコンシ崏ル崠嵍の会়にল向き、ファミサポのఢ知
を行っている。

サ崾リー崨ーをણ৷した崘嵓ー崿嵗ー崗の実施
提供会員になるための講習会を受けることがひとつの崷ー崱ルになっている。受講者の不安を௸ሁさ峅ることが大事と考
え、講座のੂ回とਈ終回に、サ崾リー崨ーを活用したグループワークを実している。これが大௬である。

ੂ回でサ崾リー崨ーに活動峢のઑ問に௦えてもらい、ਈ終回には、受講者が一నを౷みলすూ中をしてもらう。

会員になる方をとにかく安ੱさ峅ることがサ崾リー崨ーの一大事な૽સ。実にਟられた方をどうつな岼るかというとこ峷
が大事だと思っている。

これらのੵをみ岼てきた果、ౕに提供会員がることが全くなくなり、同じ数をしたり、年間で�0ほど
増えたりと、今のとこ峷いいれで確保ができている

のઁਾ峮峊よりな峓でファミサポをఢੴ

センターの特徴

（ઉ営:⾧ળ市教育委員会 子どもਟ子ども・子育て課）

― ��� ―



新ඎ⾧ળ市

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

この中学生のお子さんについては、ファミサポとしては崸崖ーにଭ峅たり、ଛಶの支援だけはできるのだが、介助はできない
ため、介助については介助担ਊ者がશについて実し、ଛಶの分をファミサポがৌૢした。

センター崯ータ

&DVHڭ�. ৬がਂঽなর学েの岴岿峽のଛಶ支援

⾧ળ市のファミサポは、中学生でもがいのあるお子さんは支援をすることになっている。どこまで支援できるかഊうことも
多いため、できるだけ担ਊ課に相したり、ア崱崸崌崞ーが意見をলし়って相しながらৌૢしている。

提供会員にৌしての岵峳のフ崑嵕ー峮ലきりがপহ
支援૭ચな提供会員を৭ぶことが一重ਏだがしい分でもあり、提供会員にৌしての段からのフ崑ロー、ୂき取
りを行うਏがある。
提供会員は専門でなく、あくまでも嵄ラン崮崋ア活動であるということを౷まえて、提供会員にとって૮理のない支援を
行ってもらうことが大切であるとଞر思っている。

⾧ળ市はઉ営でもあり、行政のੀ、ファミサポでできる援助のੀ、提供会員でできる活動のੀをଞႃから、意
的に伝えるようにしている。

র学েで峬がいのある岴岿峽は支援を峃る

ਚ

ঽ৬য口岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ ��2�0人 うち提供会員数岜 3��人

ણ੯ਯ

新ඎ⾧ળ市

2�3�000人

成��年২

ઉ営

2����੯

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ ৵学ૅ・ుญைのଛಶおよびその前の援助
�ਜ਼ 学ૅのଣ課の学習྆や習い事等までのଛಶ
�ਜ਼ 保育ਝまでのଛಶびその前の預かり

自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:
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◆ 提供会員の確保について

確保が必要になった背景と課題

コンス崧ントに毎年講習会を開催してきたので、ૻຎ的確保はされていた方かなと思う。今リ崧崌アされる提供会員も
多くなるだ峷うとしているため、い਼৻峢のアプローチをめている。

NPO法人クラ崾まちてらすは、まちなかのବ௴ତなど多方એでのまち峏くり活動に取り組峪中、「子どもも੪気・大人も
੪気なಜ多方市」を「子育て支援」という崥フトએでのまち峏くりとして実現すべく成２ڭ年ڭাに「きたかた子育てサ
ポート崣ン崧ー」を開ਝ。同年ಜ多方市よりファミサポ事業を受託。

ファミサポ事業のほかにも、ひ峷ば（子どものฉび場）と嵃ー嵈ス崧ート（家൦訪問型支援）を運営しており、子どもが生
まれてから大きくなるまで、継続的な関わりで地域で子育て家൦を支えていこうとಌなる支援の充実をっている。

会員がశ常にൎがよ岹、支援がఁがる

11. きた岵たてサポートセンター

確保のために実施した内容・工夫点

ਊੂは市の広報でఢ知していたが、い਼৻は広報を見ない人もいるので、新ୂにି目し、折りみにチラシをো
れた。「子育て中のママさんたち峢」といママたちにళびかけた。

NPO法人で行っている「子育て広場」の利用者にઉம声をかけた。講習会では託ుもつけたので、2030ع৻のママた
ちがૐまってくれてాりがった。

リタ崌崊岿島る্岵峳の岾ງஂ
リ崧崌アされる方でも、おႭさんであったり、自分のఢりのしい人やお௵を紹介してくださって、ਅৡになっている。

な峂峩峮峃い୭峏岹り
講習会のにスキルアップ講座を�時間ਝけ、そのにఊവૄ・おภ会を௫し峪。ここで新しくఊവした受講生にラン崨
嵈な５ڲع人の崮ー崾ルにোてもらい、グループ毎にク崌ズや崚ー嵈をして௫しみながらሖഉんでもらう機会をっている。

峊岻でな岹、で峬講習会を৫ಈ
ಜ多方市はએが広いので、講習会の会場は間であったり、ಗに地で会ஸૈ市にい地域など場ਚを
えて行う。

提供会員の数は年ر増えている。

い人たちが峦ち峦ち参加してくれるようになった。

講習会を地域ごとに行うことで、その地域の方がૐまってくれて、ไ生した提供会員の中からサ崾リー崧ーをおൢいし、そ
の地域は地域のさんがサポートするという体がତった。

い਼৻峢崊崿嵕ー崩

センターの特徴

結果

（委託:NPO法人クラ崾まちてらす）

― ��� ―



ૣਣಜ多方市

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

会ஸૈまでで30�0ع分のଛಶで、子どもがシート嵁ルトから௷けলしての中で自に動き回ってしまう。
支援学ૅの先生に相したとこ峷、先生がその子どもがわかるようにをいて伝えてくれたり、崠崏スチ嵋ーなどで「だめな
んだよ。じっとしてるんだよ」と（子どもに）教えてくださった。
それਰఋ、峞たっとおとなしくシート嵁ルトを着用してଭれるようになった。

センター崯ータ

&DVHڭ�. 支援学ૅ峢のଛಶ

&DVH��. 支援学ૅの岴岿峽の崯崌サー崻崡岵峳のଛಶ

াに2ع�回ங২の利用だが、がକこるとୂいたため、୰にቯい、୰の先生、保護者、支援学ૅの先生、崯崌
サービスの先生と共に事前ઊ়峅を行い、がକきた時のৌ૪方法を確ੳした。
3年ほど支援を行ったが、୦事もなく支援を終വした。

両専用ଡ଼をৢることもあるので、ଡ଼๛にめた時のૃගを用意したり、のためのಞ嵄ン嵁をにଞした。
ਐが一の場়にえ、ワンプッシ嵍でア崱崸崌崞ーの携ఝにつながるようにしていた。

ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼ 保護者の୰気、用等の場়の預かり・ଛಶなど

�ਜ਼ 学ૅのଣ課の学習྆や習い事等までのଛಶ

�ਜ਼ 保育ਝまでのଛಶ

ਚ
ঽ৬য口岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ �3�人 うち提供会員数岜 �2人
ણ੯ਯ

ૣਣಜ多方市
���000人
成2�年২
委託:NPO法人クラ崾まちてらす

�05੯

自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:

― ��� ―



◆ 提供会員の確保について

確保が必要になった背景と課題

ཿ性的に提供会員が不足していると感じている。ૌு０ڭ年、不足の২়は৲していない。

もともとファミサポは嵄ラン崮崋アが嵁ースということがあり、ಱし方ないのかなと思う。他人の子を預かる、ଛಶすること峢の
ிભの重さ。家族のખৌもあったり、ནにૻべ、一人一人、けがをさ峅てはいけないとか、ઋ経ସになら峀るを੭ないよう
な情િがあるのでは。

ற家族৲がਤんだことや、共௮き家൦が増えたこと、௮く親のඐਜଙも多৲してきており地域の子もဉرに
わってきていることなどで、ニーズがৈまってきたということがਝয়のూବにある。事ਜਚはমとি支、ᄫਆ
支と3かਚある。

峩な岿峽がੱして৸なサポートがষ峹島る岽とがপજ

1�.�い峄峬ファミリー・サポート・センター

確保のために実施した内容・工夫点

学ญ峢のおಶえの場়、その学ญに子どもをৢわ峅ている依頼会員に両方会員になってもらい、が子のଛಶと同時
にサポートしてもらうことでサポートのを広岼る。その果、実に両方会員になってもらうことができたケースも。

ফڭの現ய৹ਪの実施
提供会員がサポートできる内容や時間ఝ、その他のൌなど、ਈ新情報を੶োしてもらう。その情報をもとに声ෳけを
していく。

ா的に活動したい意向のある提供会員に関しては、重ならないように、崠グ崥ー崹ズルをはめるように৹ତし、ള数の
サポートを担っていただくこともある。

提供会員との崛ミ嵍崳崙ー崟嵏ン
活動報ઔછをাに�回は持参していただくので、その時にਵをしてご家族の子、動ける時間ఝ、仕事をしている、
サポートしたときの子をୂくなどଞの会ਵの中で状யをཔするようにしている。

継続なઁਾの必要ਙ
広くファミサポを知ってもらうੵは継続的にਏだと考えている。
ഥਮ３年২は、提供会員を൳ૐするチラシを成し、定の市員やシル崸ー人౫崣ン崧ーの会員峢のアプロー
チ、提供会員が不足している地域に全ૺ配布等の方法でఢ知を行った。

お子さんも依頼会員さんもそして提供会員さんもみなさんが安ੱして安全なサポートが行われること、これが一大切
なことだと考えている。そのために依頼会員さんからはサポートしてほしい内容やお子さんの子をしっかりୂくこと、また提
供会員さんからはお手伝いが૭ચな内容をしっかりୂくことをੱෳけている。また૭ચなり同じ組み়わ峅でサポート
してもらうようにしている。

い峷い峷なੵをし、少しずつ地に効果もでてきている。

ൂをきっ岵岻に্会員になって峬峳岰よ岰な௮き岵岻

センターの特徴

（ઉ営:ল์市૽ਚ 子ども政ੁ課）

― ��� ―



ਣஉল์市

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

お೯さんに知的がいがあり、おಟさんも相ਊな知的がいがあるごഎのお子さんの保育ୱのଛಶの依頼が保師
からあった。ుญクラ崾の員もしておられる2の提供会員によるサポートがまったが、お೯さんはଫફলඐで家に
おられず、おಟさんも子どももているままで、関も൷じている。提供会員が相ਊཱུってକこして多少れても連れ
ていく、といったように大な状யで、保師やుญ相ਚともਵし়ってੈ৮しながら続けた。ごਚということもあり、
おうちの子を理解してくださり、ి切に声ෳけをしてくれたり、見ஹってくださった。
提供会員にれが見えめていたとこ峷、ア崱崸崌崞ー同ఆのケース会৮があり、参加していた顔見知りの民生委員に声
をかけたとこ峷、提供会員にఃஈし、サポートを引き受けてもらえた。この方も地੪の方で、お೯さんともశଞによくਵをさ
れ、声ෳけをしてくださる。現は両親とଐな関係で子どもの成⾧を見ஹられており、ひとつの成事とえる。

センター崯ータ

&DVHڭ�. 岴೯岿峽と岴ಟ岿峽にੴがいがある岾夫എの岴岿峽の保ୱのଛಶ

崊崱崸崌崞ーとして提供会員峢のൊല峮ఞりいな峓のଦൟ
ਰ前は不ఃૅుに関わる仕事に携わり、困を್える家൦に⾧年関わってきたア崱崸崌崞ーもいる。困を್える家൦
峢の関わりのしさや課題もア崱崸崌崞ー間で共ৢੳができており、各ア崱崸崌崞ーが提供会員峢のൊലや寄り添いな
どの配慮を行って、提供会員が一人で್えまないようにしている。提供会員とのコミ嵍ニケーシ嵏ンに重きを઼いてマッチ
ングを行っているため、会員同の関係がଐであるだけでなく、ア崱崸崌崞ーと会員との関係もଐで、あまり࿒たりを感
じないような関係がണけている。

ਚ

ঽ৬য口岜

ਝয়ফ

ઈ্১

会員ਯ �����人 うち提供会員数岜 �52人

ણ੯ਯ

ਣஉল์市

����000人

成�2年২

ઉ営

�����੯

（ਗবආの依
頼会員にৌૢ
するためのਗব
ୁの手引きなど
のછథ）

ણ੯ਯト崫崿گ
1ਜ਼ 保育ਝまでのଛಶ
�ਜ਼ 学ญ保育までのଛಶ
�ਜ਼ 学ૅのଣ課の学習྆や習い事等までのଛಶ

自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:
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◆ 提供会員の確保について

確保が必要になった背景と課題

提供会員の数自体はっておらず、増だが、ス崧ッフの気持ちとしては不足しているという感ಁがある。

一ಹ的なৈೡ৲やૢ൳者が少ないということもあるが、ఝ広市の地域性であるૡো・ૡলの多さが大きいと考える。
ੱに活動されていた提供会員も、ૡলしてしまうことが多い。また、ファミサポ活動をీ機に自ਦをつけ、ગされる方
も多い。加えてコロナ禍での活動に家族からのੱ配の声が多く、ৈೡの方や৵さいお子さんを持つ方はほとんど活動でき
なかった。

ੳ定NPO法人子どもとધ৲のひ峷ば峡れいおん・とかちは、子どもから大人までの౮年ೡ・多਼৻でのあそびを中ੱ
とした活動をৢじて、௹かな子どもの਼ੀ、子どもの育ちを見ஹれる地域会峏くりをめ峀しているNPO。もともとは
おやこแ場からまり、200�年にNPO法人৲し、地域の課題解ৠに取り組峪中で子育て支援も取り組峪ことに
なり、20�3年、ファミサポを受託した。

な崩嵋ン崵嵓をઞってのఢੴણとਦঢ়બをണ岹ためのた峰峨峖力

1�.�ఝઁファミリー・サポート・センター

確保のために実施した内容・工夫点

ポス崧ー・チラシの・配布、ラ崠崒ল、嵄ラン崮崋ア団体や民生委員ૐ会でのହ、行政担ਊ課峢の依頼、スー
崹ー峢の訪問など、できることはなんでもしようというス崧崌ルで取り組んでいる。

のઁਾでの岴ੴ峳せとഖଂ峮ૹ施ਝ峢崩嵑崟ቦり峊し
市の広報は一୶ৡがある。ഛႠに市担ਊ課と毎াミー崮崋ングを継続していたとこ峷、市の広報で年�回提供
会員൳ૐのお知ら峅をだしてもらっている。さらに、ఝ広市が市内ഖଂやૹ業ਝとんでいるੈ定により、ఝ広市
からの依頼によってੈ定先全てにチラシቦりলしが૭ચになった。

੪峮੪嵑崠崒でのઔੴ
地੪に講習会のઔ知だけでなく、提供会員とともに取౫にૢじ、ઌや利用者の声など大で掲載してもらった。
地੪ラ崠崒には行事の২にলしている。

ののૐ岰崌嵁ントな峓での崩嵑崟ଦഘ
委託先であるNPO自体で親子でૐう場ਚがあり、行事も数多く行っているので、そういう機会にチラシを配って声ෳけ
をしている。そうすることで峡れいおんの会員の中からファミサポの提供会員になってくれることもある。

ファミサポఢੴのために、できる岽とはな峽で峬しよ岰

センターの特徴

結果

提供会員の数は毎年増している。少したことはないと思う。

20�3年足から年2回開催している提供会員講習会の参加者が、これまで少ないときは２3ع人しか受講生がいな
いということもあったが、202�年は新規ఃஈが23で、どのඨ目も会場の定員いっ峛いの20人前の参加となった。

年数が経ってきたこと、ポス崧ーቦりলしやマスコミ、市の広報といった່ল২ががったことが講習会参加者の増加につ
ながった。また、মਊに動ける提供会員の受講者が増えた。

（委託:ੳ定NPO法人子どもとધ৲のひ峷ば峡れいおん・とかち）

― ��� ―



ਨਲఝ広市

◆ হ峢のৌૢ

ଦൟした点

శଞにಖઋ的に不安定で、お௵峏くりも苦手、一方的に自分のਵをいつまでもしてしまうおಟさんから提供会員を紹介
してほしいと依頼があった。提供会員（ৈೡごഎ）のお୧で数時間もਵし峪ことがあり、ス崧ッフが「あまり⾧いようだと
୯加の利用મসがかかることになるが、よいか」という相を依頼会員にしたとこ峷、おりになった。ৌૢにあたったス崧ッフ
も「எの峅いです」となってしまった。

センター崯ータ

&DVHڭ�. ಖઋにਂで、্にঽীのਵをいつ峨で峬してし峨岰岴ಟ岿峽

崊崱崸崌崞ーとして提供会員峢のൊല峮ఞりいな峓のଦൟ

ア崱崸崌崞ーがいったん預かり、依頼会員からે分に時間をとりୂき取りをする中で、「自分自身もபいと思っているが、つ
いਵしてしまう」という୴を引きলした。�人目の提供会員がお休みされることがあり、2人目の提供会員（થ保育
ৱત・子育て中）に依頼したとこ峷、ਵしまれるのを手くったりしながら援助が続いている。ファミサポから支援を受
けるその中で、依頼会員も会とのかかわりを学んでいる子がቯえた。ス崧ッフにとっても、ਦ頼関係がないなかで事ਜ
案内をোれてしまうと、依頼会員のಖઋ状யによってはംついてしまうことなどを学び共થすることができた。

ણ੯ਯト崫崿گ

1ਜ਼ 保護者のௌ（ಢ・ಏ時・求活動等）の場়の預かり・ଛಶなど

�ਜ਼ 学ૅのଣ課の学習྆や習い事等までのଛಶ

�ਜ਼ 保護者の୰気、用等の場়の預かり・ଛಶなど

ਚ
ঽ৬য口岜
ਝয়ফ
ઈ্১
会員ਯ ��5人 うち提供会員数岜 �3�人
ણ੯ਯ

ਨਲఝ広市
��5�000人
成25年২
委託:ੳ定NPO法人子どもとધ৲のひ峷ば峡れいおん・とかち

����5੯

（ે毎新ୂ 202�.�.�5ಀ掲載）

自体人ઠは自体の+P�+P検ด 2022年２া�）

会員数・活動੯数はম৹ਪଢ଼事業（ア崱崸崌崞ー৹ਪ）
ল๕:
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◆ 提供会員の確保について

背景と課題

高知県は全国に先行して人口の減少や少子高齢化が進んでおり、高知版ネウボラの推進に向けて、妊娠期から子育
て期まで切れ目ない支援を行っている。

ファミリー・サポート・センター事業は、地域で子育てを支え合う大変有効な仕組みであり、センターを県内全域に普及さ
せていくことが必要だと考えた。

平成16年度に高知市にセンターができて以降、平成26 年度まで新たなセンターができず、小規模な自治体が多い高
知県においては、「会員数50人以上」という国の交付金の基準がボトルネックとなり開設が難しいという声が市町村から
も上がっていた。そこで平成28年度から20～49人のセンターを対象にした高知版補助金を、国とは別建てで構えて市
町村の支援を開始した。現在は、国の基準も「会員数20人以上」へと引き下げられたが、補助額が十分ではないため、
高知県では独自に補助額を追加し、小規模なセンターへの支援を行っている。

県独自の支援メニューが大変充実。開設から運営までの手厚い支援で事業の拡充に
取り組む。

高知県

取り組み内容（周知・広報、補助金、講習）

１．周知・広報

●ファミサポの制度周知のリーフレット等の広報資料や実際の活動の状況を紹介する啓発冊子を作成。実際に活動
を取材して、活動のポイントや、実際に利用した感想（預かる側・預ける側としてどうだったかなど）をうかがって、他人
のお子さんを預かることへの不安感の払拭に役立てている。
市町村役場や子育て世帯が集まるイベントなどで配布したり、
現在13あるセンターで会員獲得の活動や制度の説明会の
時に利用している。

高知県は全国に先行して人口の減少や少子高齢化が進んでおり、産業の振興や少子化対策、女性の活躍といったこ
とに一体的に取り組んでいく必要があった。平成26年度から女性活躍推進法の施行に先駆け、県の産業振興計画な
どいろいろな計画の中で５つの基本政策に横断的に関わっていく施策として女性の活躍の場の拡大を位置づけて取り組
み始めた。社会全体で、子育てしながら働く女性を支援するといったしくみづくりにも取り組んできている。さらには、まち・ひ
と・しごと創生総合戦略の基本的な目標としても女性の活躍の場の拡大の取り組みをしっかりと位置付けて、結婚、妊
娠、出産、そして子育てといった希望をかなえていく社会づくりに取り組んでいる。

●県の広報媒体（ラジオ番組、テレビ番組）でのＰＲ

●CM放送

15秒CMを制作して保育所の申し込み開始時期の10
月頃から3月頃にかけて放送。

●イベントでの広報

民間企業主催の大規模な子育てイベントでファミサポの
ブースを構え、制度の周知と、認知度調査を行ったりする。

1 1 
2 

1 
2 

1
1

2
3

5
8

10
12

13

0

5

10

15
センター数の推移

発足時50人未満センター数 センター数（累計）

出典：高知県
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取り組みの成果

２．補助金

ファミサポの県全域の普及と事業の活性化のための財政的支援として、高知県独自の補助金を設定し、年々拡充を
図っている。

県内最初のセンターである高知市のほか、県内の各市町村、センター、アドバイザー、利用者の声を広く聞き、小規模
なセンターでも事業運営が安定的に行えるような取組を実施。

＜高知県版取組加算の一例＞

・20～49人のセンター新規開設への加算。２/３を県が負担。（現在は国庫補助対象）
・提供会員養成講習を12～24時間実施する場合の加算。２/３を県が補助。
・預かり場所の拡大として、市町村が持っている児童館や公民館などの借り上げ料への補助。1 / 2を県が補助。
・提供会員の活動促進のために、1回でも活動した場合に5000円を定額で補助。
絵本やおもちゃなど、預かるときに必要なものを買うために使っていただればと考えて創設したメニュー

3. 講習の実施

会員の増加とセンターの円滑な運営のために講習は重要と考えている。

子ども・子育て支援研修において、ファミサポの専門講習を実施。

アドバイザーのスキルアップのための講習を毎年行っている。（平成28 年度から）

平成26年度まで県内に高知市１市のみのセンター数が、平成27から 令和3年度までの間で12センターが開設し、
13センターに。全会員数は平成27年度1,360人から令和3年度9月末時点で約2,100人まで増加。高知市以外
のセンターについては、平成27年度の1か所・58人から、令和3年度9月末に12箇所・932人と、5年半で約900人
も増加し、小さく始まったけれども大きく育ったと言える。

小さく始まったけれども大きく育った

高知県

会員数とセンター数が増えてきたということは、県独自の制度を構えて取り組みを進めてきた結果だと思う。小規模でス
タートしたところであっても、2～3年後には50人を超えてもともとの国の基準に達するような取り組みに拡大してきたので、
これまでの取り組みの意義があったのではないか。

携わる人たちの意見を聞き続けて制度設計
市町村の担当課の職員の意見を逐一聞いたり、実

際に開設したセンターから、「どんなことがあったらいい

と思うか」ということを聞き続けて、制度設計してきた

ことが成果につながった。今後も「聞き続ける」という

姿勢を継続して持ちながら、さらに改善を図っていき

たい。

出典：高知県
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